
１．普及活動の目標

「経済的・労働的・精神的にゆとりあるオホーツク農業の展開」

４つの改善方向

２．令和４年度 普及活動計画課題 ※本日の説明に関連する課題

区 分 重点的に取り組む地域課題 （R3～R7） 地域課題 合計

○生産基盤強化による持続的な農業の確立

本 所 ○生産性の高い持続可能な農業の確立 Part2 ４ ７

○若手農業者を核とした地域農業の発展

清里支所 ○種子用ばれいしょの安定供給を中心とした持続的な地域農業の確立 ４ ６

○大規模畑作経営における地域モデルの確立

網走支所 ○輪作体系の再構築による持続可能な農業経営の確立 ４ ５

美幌支所 ○適切な輪作とＩＣＴ活用による地域農業生産基盤の確立※ ２ ３

遠軽支所 ○次代につなぐ地域農業基盤の整備 ７ ９

○飼養管理改善による酪農経営の安定化

紋別支所 ○地域資源の活用で効率的な酪農経営※ ５ ７

○安定生産を実現する酪農経営の確立

合 計 １１ ２６ ３７

令和４年度

オホーツク管内における農業改良普及事業の概要

○持続可能で生産性が高い農業・農村の確立

○国内外の需要を取り込む農業農村の確立

○多様な人材が活躍する農業農村の確立

○道民の理解が得られる農業農村の確立

国内外の需要を取

り込む農業・農村の

確立

・販路拡大を目指した地域ブランド力の向上 ・地域ぐるみの６次産業化支援

・加工ニーズに対応できる生産と体制整備の支援 ・農畜産物の輸出に取り組む生産基盤づくり支援

多様な人材が活躍

する農業・農村の

確立

・地域農業を支える多様な人材の確保と育成 ・青年・女性グループの活動支援

・指導農業士・農業士の知識と創造力の地域波及 ・新規就農者の受入先としての法人経営体の育成

・経営体を支える地域営農支援システムの確立支援

道民の理解に支え

られる農業・農村の

確立

・地域や関係機関と連携した農業理解を進める活動の支援 ・地産地消の取組支援

・農業・農村の多面的機能活用による活力ある農村づくりに向けた情報発信

・直売所、農家レストラン、農業体験等への取組支援

持続可能で生産

性が高い農業・農

村の確立

・経営改善に向けた戦略的な技術の提案と定着 ・安全・安心な食料の安定生産体制の支援

・生産技術の維持向上と新技術の普及浸透 ・生産技術導入による経営体強化の推進

・適正農薬の使用選択と耕種的対応による病害虫対策 ・新規病害虫対応での迅速的確な情報発信と現地指導



３．地域関係機関･オホーツク総合振興局・北見農業試験場との連携

４．普及指導員の調査研究活動

５．主な普及技術情報の提供活動

項 目 内 容 方 法

「網走農業改良普及センターホ ・地域の話題 ・R3、印刷物配布からホームページ公

ームページ」公開 ・普及活動の紹介 等 開へ移行

「試験成績書」発行 ・栽培試験、各種調査結果 ・各支所が必要に応じ農業者や関係機

関に提供

「普及指導員調査研究成果集」 ・地域課題解決プロジェクト、調査研究活動 ・作成データを全道普及センターで共有

発行 の結果報告

「2022年の気象災害による被害 ・降雹や大雨等の気象災害が作物に及ぼし ・データを今後の災害対策に生かすた

状況等の記録」整理 た影響や対策の記録 め内部で共有

←ホームページ

↓お仕事紹介

オホーツク地域農業技術支援会議の課題

○滝上町ハッカ振興策について（R4)
○キャベツ栽培における病害虫防除について（R4） など

地域課題解決研修（プロジェクト）の課題

○搾乳ロボットにおける乳質実態調査と生菌数コントロールについて（R4）

調査研究活動

○秋まき小麦｢きたほなみ｣縞萎縮病発生ほ場における栽培方法の検討
（清里支所，R4）

○秋まき小麦 (きたほなみ)のは種時期の再検討（網走支所，R4）
○乳牛用飼料として利用できる農食品副産物調査について（紋別支所，R4）

○オホーツク管内の概要

・農業経営体数(R2) ： ３，９５６戸

・耕地面積(R3) ： １６５，６００ha

・農業産出額(R1) ： １，９１２億円

○主要農作物作付面積(R2)

・小 麦: 28,300ha ・てんさい: 22,800ha

・ばれいしょ: 16,000ha ・たまねぎ: 7,925ha

○酪農･畜産(R2)

・乳用牛飼養頭数 ： １１６，７３６頭

・生乳生産量 ： ６０３千ｔ

・肉用牛飼養頭数 ： ６８，５３１頭

※「オホーツクの農業2021」より


